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ぬ ま づ 議 会 だ よ りぬ ま づ 議 会 だ よ り

六
月
定
例
会
の
主
な
内
容

　

第
一
回（
六
月
）定
例
会
は
、
六
月
十
日
に
招
集
さ
れ
、
六
月
二
十

九
日
ま
で
の
二
十
日
間
に
わ
た
り
開
催
し
ま
し
た
。　

　

こ
の
議
会
で
は
、
平
成
二
十
三
年
度
補
正
予
算
議
案
等
十
件
と
議

員
提
出
議
案
四
件
を
審
議
し
、
い
ず
れ
も
原
案
の
と
お
り
議
決
し
ま

し
た
。

　

ま
た
、
十
六
人
の
議
員
に
よ
っ
て
一
般
質
問
が
行
わ
れ
、
活
発
な

議
論
が
交
わ
さ
れ
ま
し
た
。

　

特
に
、
本
定
例
会
で
は
、
東
日
本
大
震
災
を
受
け
、
沼
津
市
の
地
震
・

津
波
対
策
に
つ
い
て
の
さ
ま
ざ
ま
な
質
問
が
あ
り
ま
し
た
。

　

こ
の
議
会
の
主
な
内
容
を
紹
介
し
ま
す
。

一
般
質
問

津
波
対
策
の
現
状
と�

�

今
後
の
方
策
は

問　

平
成
二
十
三
年
三
月
十
一
日
に
発

生
し
た
東
日
本
大
震
災
を
受
け
、
海
岸

堤
防
を
初
め
と
し
た
本
市
の
津
波
対
策

の
現
状
認
識
と
今
後
の
方
策
は
。

答　

沼
津
港
西
側
か
ら
富
士
市
境
ま
で

の
約
十
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
に
及
ぶ
千
本
浜

の
防
潮
堤
は
、
高
さ
が
海
抜
八
・
二
メ

ー
ト
ル
か
ら
十
六
・
七
メ
ー
ト
ル
と
な

っ
て
い
る
。
県
が
平
成
十
三
年
に
公
表

し
た
東
海
地
震
第
三
次
被
害
想
定
に
よ

る
と
、
当
該
地
域
に
お
け
る
津
波
の
最

大
高
さ
は
約
二
・
六
メ
ー
ト
ル
か
ら

四
・
四
メ
ー
ト
ル
で
あ
り
、
こ
れ
に
十

分
対
応
で
き
る
高
さ
に
な
っ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
堤
防
を
初
め
、
高
台
へ
の

避
難
経
路
の
整
備
、
避
難
階
段
・
津
波

避
難
タ
ワ
ー
の
設
置
、
津
波
に
よ
る
孤

立
予
想
地
区
の
防
災
備
蓄
倉
庫
の
整
備

な
ど
、
第
三
次
被
害
想
定
に
基
づ
き
、

津
波
対
策
に
取
り
組
ん
で
き
た
。
し
か

し
、
東
日
本
大
震
災
を
受
け
、
こ
の
震

災
の
さ
ま
ざ
ま
な
教
訓
や
、
今
後
、
専

門
家
の
研
究
等
か
ら
明
ら
か
に
な
る
知

見
を
取
り
入
れ
、
従
来
の
対
策
を
再
検

証
し
、
緊
急
に
行
う
べ
き
対
策
や
、

中
・
長
期
的
な
対
策
な
ど
を
体
系
的
に

施
策
展
開
す
る
こ
と
に
よ
り
、
少
し
で

も
被
害
を
少
な
く
す
る
た
め
の
取
り
組

み
を
進
め
て
い
く
。

緊
急
災
害
時
等
に
お
け
る�

�
初
動
体
制
の
確
立
は

問　

阪
神
・
淡
路
大
震
災
や
東
日
本
大

震
災
に
お
い
て
も
、
発
災
時
に
お
け
る

初
動
体
制
の
確
立
の
お
く
れ
が
指
摘
さ

れ
て
い
る
が
、
本
市
に
お
け
る
、
災
害

な
ど
危
機
事
象
が
発
生
し
た
場
合
の
初

動
体
制
の
確
立
に
つ
い
て
、
①
本
市
の

職
員
配
備
体
制
は
。
②
最
近
の
事
例
と

そ
の
評
価
は
。

答　

①
緊
急
災
害
時
の
初
動
対
応
に
お

い
て
は
、
早
期
に
災
害
発
生
を
知
る
こ

と
、
職
員
が
速
や
か
に
参
集
す
る
こ
と
、

速
や
か
に
対
処
行
動
を
開
始
す
る
こ
と
、

ま
た
、
行
動
に
係
る
意
思
決
定
が
迅
速

に
行
わ
れ
る
こ
と
等
が
重
要
と
考
え
て

い
る
。
本
市
に
お
け
る
災
害
時
の
職
員

配
備
体
制
は
、
そ
の
災
害
の
大
き
さ
や

情
報
の
種
類
に
よ
り
、
あ
ら
か
じ
め
地

域
防
災
計
画
に
定
め
ら
れ
て
お
り
、
職

員
は
連
絡
を
待
た
ず
に
参
集
す
る
自
動

参
集
が
原
則
と
な
っ
て
い
る
。
②
東
日

本
大
震
災
の
後
の
三
月
十
五
日
に
、
静

岡
県
東
部
を
震
源
と
す
る
地
震
が
発
生

し
、
本
市
に
お
い
て
も
震
度
四
を
記
録

し
た
が
、
午
後
十
時
三
十
一
分
の
地
震

発
生
後
、
三
十
七
分
後
に
は
災
害
警
備

本
部
を
設
置
し
、
三
百
二
十
一
名
の
職

員
が
参
集
基
準
に
基
づ
き
自
動
参
集
し

た
。
ま
た
、
市
内
前
線
基
地
は
、
午
後

十
一
時
五
十
二
分
ま
で
に
十
七
カ
所
が

開
設
さ
れ
た
。
こ
の
初
動
対
応
に
つ
い

て
は
、
地
域
防
災
計
画
が
予
定
す
る
配

備
体
制
を
速
や
か
に
体
現
す
る
こ
と
が

で
き
た
も
の
と
考
え
て
い
る
。

▲大震災を踏まえ、さらなる津波対策を　　　　　　　
（ ７ 月 ２ 日に西浦地区で行われた災害図上訓練ＤＩＧ）


